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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要な催し
などの持ち物は主催者などに確認を▶先着順の申し込み
で時間の記載のないものは午前９時から受付▶申し込み・
問い合わせなどで住所・電話番号の記載がないものは市
役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午後５時
30分、祝休日・年末年始を除く）
◉催しなどへの来場はできるだけ公共交通機関のご利用を。
◉紙面の音声版と点字版を発行しています。図書館で閲覧
するか、市ホームページをご覧ください。
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◉今月の焦点 1　図書館ご利用メニュー

　
図
書
館
は
小
さ
い
時
か
ら
利
用
し

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
時
は
お
は
な

し
会
に
よ
く
参
加
し
て
い
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。
小
学
生
の
時
は
、
絵
本

や
折
り
紙
の
本
を
借
り
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
時
は
友
達

と
自
習
に
行
っ
た
り
、
高
校
生
に
な

っ
た
今
で
は
得
意
な
英
語
の
勉
強
を

す
る
た
め
に
、
英
語
関
連
の
本
を
借

り
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
経
験
し
、図

書
館
で
借
り
た
本
の
知
識
が
役
に
立

ち
ま
し
た
。

　
小
説
も
大
好
き
で
特
に
赤
川
次
郎

さ
ん
や
有
川
浩
さ
ん
の
作
品
が
お
気

に
入
り
で
す
。
休
日
は
そ
う
い
っ
た

物
語
系
の
本
を
借
り
て
読
ん
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　
日
々
勉
強
や
部
活
動
で
忙
し
い
の
で

最
近
は
あ
ま
り
図
書
館
で
過
ご
せ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
本
を
予
約
し
て
い
ま
す
。
画
面
上

に
本
の
表
紙
も
表
示
さ
れ
る
の
で
選
び

や
す
く
て
便
利
で
す
。
小
学
生
の
時
か

ら
弾
い
て
い
る
ピ
ア
ノ
の
譜
面
や
、
数

年
前
か
ら
始
め
た
竹
工
芸
に
関
す
る
本

な
ど
様
々
な
書
籍
が
借
り
ら
れ
る
の
で

助
か
っ
て
ま
す
。

　
去
年
か
ら
上
限
を
気
に
せ
ず
30
冊
ま

で
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、い

ろ
い
ろ
な
本
を
借
り
ら
れ
て
う
れ
し
い

で
す
。
多
く
の
本
が
あ
る
の
で
調
べ
も

の
を
す
る
と
き
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。

　
い
つ
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
図
書
館

が
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
14
年
に
キ
ッ
ク
ス
内
に
開
館

し
た
、
床
面
積
が
南
大
阪
最
大
級
の

河
内
長
野
市
立
図
書
館
。
蔵
書
数
は

約
40
万
冊
、
自
動
車
文
庫
と
公
民
館

図
書
室
も
合
わ
せ
る
と
50
万
冊
近
く

に
な
り
ま
す
。
個
人
貸
出
数
は
同
規

模
自
治
体
の
中
で
平
成
25
年
度
か
ら

4
年
連
続
日
本
一
。
今
後
は
市
民
公

益
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
も
開
始

す
る
な
ど
、
進
化
し
続
け
る
図
書
館

か
ら
、
お
す
す
め
の
活
用
方
法
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
本
を
最
大
30
冊
ま

で
（
視
聴
覚
資
料
は
そ
の
う
ち
4
点

ま
で
）借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。貸

出
中
の
本
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

か
ら
予
約
し
た
り
、
図
書
館
に
な
い

本
も
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
ま
す
。

　
「
何
か
い
い
本
な
い
か
な
」と
迷
っ

た
ら
２
階
新
着
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
職

員
の
お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー
、
月
替

わ
り
の
特
集
本
コ
ー
ナ
ー
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
「
こ
の
楽
譜
を
探
し
て
い
る
」「
郷

土
料
理
の
レ
シ
ピ
を
知
り
た
い
」
な

ど
、
日
常
の
調
べ
も
の
か
ら
課
題
解

決
の
手
が
か
り
探
し
ま
で
、
図
書
館

司
書
が
調
査
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、

新
聞
記
事
や
法
情
報
な
ど
様
々
な
情

報
を
検
索
で
き
ま
す
の
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で

き
ま
す
。

▲インターネット
予 約 は こ ち ら か
ら（利用には登録
が必要）▼画面イ
メージ
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◉今月の焦点 1　図書館ご利用メニュー

　

ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
に
は
中
学

生
・
高
校
生
向
け
の
小
説
、
面
白

く
楽
し
く
知
識
を
深
め
ら
れ
る
本
、

手
軽
に
読
め
る
文
庫
本
や
楽
譜
な

ど
も
豊
富
に
揃
え
て
い
ま
す
。
お

す
す
め
の
本
や
展
示
案
内
は
毎
月

発
行
の
「B

ブ

ッ

ク

O
O

K
 E

エ

ク

ス

プ

レ

ス
XPRESS

」

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
で
課
題
を
一
緒
に
調
べ

た
り
、
話
し
合
い
な
が
ら
勉
強
し

た
い
学
生
さ
ん
に
は
グ
ル
ー
プ
室

が
お
す
す
め
。
お
す
す
め
の
本
を

伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
も
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
。

※
グ
ル
ー
プ
室
の
午
後
５
時
以
降

の
利
用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
静
か
な
環
境
で
勉
強
に
集
中
し

た
い
学
生
さ
ん
の
た
め
に
、
テ
ス

ト
期
間
中
や
夏
休
み
に
は
キ
ッ
ク

ス
の
会
議
室
の
一
部
を
自
習
室
と

し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
自
習
室

開
放
の
予
定
日
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
わ
く

わ
く
ド
キ
ド
キ
が
い
っ
ぱ
い
の
物

語
の
本
や
「
ふ
し
ぎ
だ
な
、
お
も

し
ろ
い
な
、
知
り
た
い
な
」
に
応

え
て
く
れ
る
知
識
の
本
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ

ー
で
も
入
り
や
す
く
、
授
乳
室
も

完
備
し
て
い
る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん

連
れ
で
も
安
心
で
す
。

　
１
年
を
と
お
し
て
、
お
は
な
し

会
や
わ
ら
べ
う
た
・
手
遊
び
を
交

え
た
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
、
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
を
集
め
た
こ
く
じ
ら
ひ
ろ

ば
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、夏

休
み
に
は
書
庫
を
見
学
で
き
る

「
め
ざ
せ
！
図
書
館
マ
ス
タ
ー（
上

写
真
）」
や
「
図
書
館
探
検
ブ
ッ

ク
」「
科
学
教
室
」「
夏
休
み
お
は

な
し
会（
昼
の
部
・
夜
の
部
）」、冬

休
み
に
は
「
親
と
子
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
」「
本
の
お
た
の
し
み
袋
」
な

ど
、
本
を
と
お
し
て
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

※
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
13
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲大型絵本も人気▶おはなし会
は司書とボランティアさんが協
力して開いています。

　
何
歳
に
な
っ
て
も
、
障
が
い
が

あ
っ
て
も
読
書
を
楽
し
み
た
い
、そ

ん
な
当
た
り
前
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
下
記
の
よ
う
な
資
料

を
所
蔵
し
て
い
る
ほ
か
、
申
請
手

続
き
を
さ
れ
た
人
に
は
、
希
望
の

資
料
を
朗
読
す
る
対
面
朗
読
（
上

写
真
）、障
が
い
な
ど
の
理
由
で
来

館
が
困
難
な
人
に
は
郵
送
貸
出
の

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
知
症
に
や
さ
し
い
図

書
館
」
を
目
指
し
て
、
認
知
症
に

つ
い
て
の
本
や
脳
ト
レ
の
本
、
懐

か
し
い
本
な
ど
を
集
め
た
ミ
ニ
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◀小さな活字は読みに
くい、という人には大
活字本や録音図書（要
申請▷カセットテープ・
CD・デイジー）を。

▲知的障がいのある人には、さわって楽しい
布の絵本（要申請）や、ピクトグラムと写真
でわかりやすい LL ブックを。

　

　
モ
ッ
ク
ル
が
目
印
の
か
わ
い
い
バ

ス
「
き
く
１
号（
上
写
真
）」
が
本

を
積
ん
で
市
内
23
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
２
週
間
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
巡

回（
詳
細
は
23
ペ
ー
ジ
）
し
て
い
ま

す
。「
こ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
積

ん
で
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
積
み
込

み
希
望
に
も
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
８
館
あ
る
公
民
館
の
図

書
室
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば

れ
て
い
ま
す
。
自
宅
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
を
し
て
最
寄
り
の
公

民
館
の
図
書
室
で
受
け
取
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
河
内
長
野
駅
・
千
代
田
駅
・
三

日
市
町
駅
・
美
加
の
台
駅
・
道
の

駅
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
・
市
役

所
に
も
図
書
返
却
ポ
ス
ト
が
あ
り

ま
す
。
通
勤
電
車
で
読
み
終
わ
っ

た
本
を
駅
前
で
、
ま
た
買
い
物
の

つ
い
で
に
道
の
駅
奥
河
内
く
ろ
ま

ろ
の
郷
で
ポ
ス
ト
に
返
却
！

▶高齢者向け紙芝居は施設職員
さんにも喜ばれています。紹介
したサービスは長年にわたりボ
ランティアさんのご協力をいた
だいています。

◀座席は学習・閲覧など目的に
合わせてご利用を▼新着コー
ナーの隣には「P

パ ス フ ァ イ ン ダ ー

athfinder（本
の道しるべ）」を置いています。

「進学先はどこにしようか」「将
来は何になろうか」など、悩め
る時は手に取ってみてください。

図
書
館
で
は
み
な
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
30
冊
っ
て
こ
ん
な
感
じ
！

思
い
っ
き
り
読
書
を
楽
し
ん
で

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
ね
。

▼市役所１階に設置さ
れている返却ポスト
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協
働

市
と
の
協
働
事
業
の

新
た
な
提
案
を
募
集

■
協
働
事
業
提
案
制
度

　
市
民
公
益
活
動
団
体
な
ど
か
ら
、

専
門
性
や
柔
軟
性
を
い
か
し
、
地

域
や
社
会
の
課
題
を
効
果
的
・
効

率
的
に
解
決
し
、
よ
り
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
が
る

提
案
を
募
集
し
ま
す
。
提
案
事
業

は
審
査
・
選
定
の
う
え
実
施
さ
れ

ま
す
。

■
提
案
の
種
類

①
市
設
定
テ
ー
マ
部
門

　
市
が
提
示
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
事
業
を
提
案
し
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お

り
。

�
木
の
あ
る
暮
ら
し
の
魅
力
発
信

（
農
林
課
）

�
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
活
用
支

援
事
業
（
文
化
財
保
護
課
）

�
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
「
は
ー
と
」

の
活
用
推
進
（
障
が
い
福
祉
課
）

※
テ
ー
マ
の
概
要
は
市
民
公
益
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」

な
ど
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

②
市
民
自
由
提
案
部
門

　
テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
自
由
な
発

想
に
よ
る
事
業
を
提
案
し
ま
す
。

申
込　
４
月
８
日
～
５
月
31
日
に

自
治
協
働
課
へ

※
る
ー
ぷ
ら
ざ(

☎
53
・
８
１
０

０)

で
事
前
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。提
案
を
希
望
す
る
団
体
は
、で

き
る
だ
け
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�
自
治
協
働
課健

康

乳
が
ん
検
診

と
き　
６
～
７
月
の
第
１
～
第
４

土
曜
日
の
午
前
中

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

対
象　
40
歳
以
上
の
女
性
市
民
で

平
成
31
年
度
に
奇
数
年
齢
に
な
る

か
平
成
30
年
度
に
未
受
診
の
人

費
用　
１
０
０
０
円

申
込　
４
月
15
日
ま
で
に
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
▽
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
申
込
可
▽
各
日
定
員
あ
り

▽
抽
選

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

協働 健康

図
書
館
の
有
効
利
用
を

　

み
な
さ
ん
は
、
一
年
に
何
冊

ぐ
ら
い
の
本
を
読
ま
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
本
屋
さ
ん

で
話
題
の
本
を
衝
動
買
い
し
、

そ
の
ま
ま
本
棚
に
し
ま
っ
て
お

く
こ
と
が
多
い
タ
イ
プ
で
す
。

小
学
生
の
こ
ろ
は
豊
臣
秀
吉
や

野
口
英
世
な
ど
伝
記
を
よ
く
読

み
ま
し
た
し
、
西
代
神
社
横
に

あ
っ
た
旧
市
立
図
書
館
に
も
自

転
車
で
通
い
ま
し
た
が
、
正
直

な
と
こ
ろ
、
現
在
は
あ
ま
り
本

を
読
み
ま
せ
ん
。
読
書
離
れ
は

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す

が
、表
現
力
豊
か
な
人
は
決
ま
っ

て
読
書
家
で
、
う
ら
や
ま
し
く

思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
市
立
図

書
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
50
万
冊
近
く
の
蔵

書
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
検
索
で

き
、
予
約
も
可
能
で
す
。

　
そ
の
他
、
図
書
館
で
は
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
、
調
べ
た
い
内
容
を
図
書
館

司
書
に
相
談
す
れ
ば
、
調
査
の

手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。
例

え
ば
私
の
場
合
、「
楠
公
駅
伝
」

に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
で
は
思
う
よ
う
な
情
報
が

得
ら
れ
ず
途
方
に
暮
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
図
書
館
か
ら
郷
土
資

料
を
含
め
た
い
く
つ
か
の
文
献

を
紹
介
さ
れ
、
有
用
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
経

験
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
た
に
英
語
多
読

本
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
し
、
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
て
英
語
の

お
は
な
し
会
も
開
催
す
る
計
画

で
す
。
ぜ
ひ
、
市
立
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

河
内
長
野
市
長
　
島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

●自治安全部
　自治協働課と危機管理課を同部内に配置しました。
なお、危機管理監は引き続き設置します。
●市民保健部
　地域包括ケアシステムを担う関係課と窓口業務を行う主
たる課を配置しました。また、いきいき高齢・福祉課を高齢
福祉課とし、同課に地域包括ケア推進係を設置しました。
●福祉部
　教育委員会から市長部局に子ども子育て課を移管
し、生活福祉課と障がい福祉課の３課を配置しました。
これに伴い、子ども未来部を教育推進部としました。
●税務課
　税務課を市民生活部から総務部に移管しました。
●都市計画課
　都市創生課を分割し、都市計画、開発指導、住宅政策、
空家・空き地、公共交通に関することなどを担当します。
●都市整備課
　都市創生課を分割し、市街地開発、道路の新設・
改良に関することなどを担当します。
●文化財保護課
　ふるさと文化財課の名称を変更し、歴史文化遺産
に関することなどを担当します。
●産業観光課
　農林課より道の駅・奥河内くろまろの郷に関する業
務を移管しました。また、産業活性化係を商工・労働
係に統合しました。
●環境政策課
　埋立指導係と公害対策係を統合し、環境保全係と
しました。
●農林課
　農政係と林政・土地改良係を、農政・土地改良係
と林政係に再編しました。
●議会総務課
　総務係と調査係を統合し、総務・調査係としました。
●水道課
　水道管理係・水道工務係・浄水係の３係を、水道
管理係と水道工務係に再編しました。

■変更となった主な組織
自治安全部

市民保健部

福祉部

環境経済部

都市づくり部

総務部

総合政策部

教育委員会事務局
教育推進部

教育委員会事務局
生涯学習部

自治協働課・危機管理課

高齢福祉課・介護保険課
保険年金課・健康推進課
市民窓口課・( 広域福祉課 )

生活福祉課・障がい福祉課
子ども子育て課・
( 広域福祉課 )

環境政策課・環境衛生課・
産業観光課・農林課・
クリーンセンター環境事業推進課

都市計画課・都市整備課・
道路課・公園河川課・
( 広域まちづくり課 )

総務課・財政課・
契約検査課・資産活用課・
税務課

政策企画課・人事課・秘書課・
広報広聴課・人権推進課

教育総務課・教育指導課

文化・スポーツ振興課・
地域教育推進課・
文化財保護課・図書館

※部局・課に変更のなかった行政委員会は掲載していません。
※新たな組織機構図は市ホームページをご覧ください▷組
織変更にともなうフロアの移動を５月上旬に行います▷窓
口の変更は５月号に掲載します。

市の組織機構が変わります
４月１日に次の組織機構改革を行いました

問い合わせ　政策企画課

●住民自治と安全安心のまちづくりの一体的な推進
●誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる仕組みづくり
●市役所窓口サービスの向上
●子育て支援の充実
●効果的・効率的な行政運営

改革の
目的

部
の
変
更

課
の
変
更

係
の
変
更

休日急病診療所
※ 4 月 27 日は土曜日扱い、4 月 28 日～ 5 月 6 日は日曜日・祝休日扱い

内科
歯科

場所　菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
受付時間　内科：土曜日 = 午後６時〜８時40分、日曜日・祝休
日 = 午前 10 時〜 11時 40 分と午後１時〜３時 40 分▷内科は中
学生以下受診不可　歯科：日曜日・祝休日 = 午前 10 時〜 11時
40 分▷ 4 月 28 日～ 5 月 6 日は午後 1時～ 3 時 40 分もあり

小児科
場所　富田林病院（富田林市向陽台１-３-36、☎29-1121）
受付時間　日曜日・祝休日午前９時～11時30分と午後１時～３時30分
対象　中学生以下

ゴールデンウィークも救急医療は従来どおり

★救急車を呼ぶかどうか迷ったときは
救急安心センターおおさか☎♯7119
または☎06-6582-7119（24時間）

★子どもが急病！どうしたらいいの？
小児救急電話相談☎♯8000または
☎06-6765-3650（午後８時～翌朝８時）

★府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　日本語を教えるだけでなく、相談ごともできる楽しい交流の
場として活動しています。友人や知人がいない外国人にとって、
必ず声をかけてもらえる日本語教室の存在は心の拠り所となっ
ています。日曜日は千代田公民館、火曜日はキックス、木曜日は
ノバティホールで毎週開催しています。
■日本語サロンボランティアスタッフ募集（ 若干名）
　地域在住外国人の日本語学習をサポートします。
資格　日本語教育に関する講座を受講した経験のある成人
とき・ところ　①毎週火曜日の午前 10 時～ 11時 45 分＝キックス、②毎週木曜日の午後６時～８時＝ノバティホール
申込　４月 24 日までに電話またはメール（office@kifa-web.jp ▷住所、氏名、電話番号、受講終了講座名または主
催機関名を記入）で国際交流協会へ（応募多数の場合は抽選▷随時見学も可能です）

　観光パンフレット（上写真 ）や、「外国人のための生
活ガイドブック」（英語、中国語、韓国・朝鮮語）の翻訳、
医療機関でのコミュニティ通訳などを担当しています。
また、外国人が市の窓口などに出向く際に通訳者が付
き添うこともあります。地域の中で新たな通訳者を発
掘することや他地域との連携が必須です。あなたも外
国語でボランティアしてみませんか。

●世界ごった煮　世界各地の飲食雑貨、音楽、ダンスに出会い、色々
な体験や交流ができる場。
●姉妹都市との交流　子ども絵画の交換（夏休み子ども絵画教室
▷小・中学生対象）、カーメル市民との交流会など。
●外国人ゲストとの交流　ゲストを学校へ送るアウトリーチ活動。
ゲストはホームステイを通して日本の習慣や文化を体験。これま
でフィリピンやデンマークの学生をはじめ多数のゲストと市内学
校生徒や地域の人々をつなぐ。
●世界とつながろう！　小学生対象のイベント。特製パスポート
を手に、国に見立てたブースをめぐり、ネイティブ講師と言葉や
遊びをとおして交流しながら各国について学ぶ。
●ヤングアメリカンズ　40 人のアメリカ人と一緒に歌とダンスの
ショーを作り、協力する大切さを体感。最終日にはラブリーホール
で発表し自信につなげる。
●語学クラブ　英語・中国語・韓国語・スペイン語のネイティブ
講師との交流。
●世界情勢講座　ニュースの裏側などを解説する講師による講座。
●国際料理教室　地域在住外国人の家庭料理を習って交流。
●多文化の部屋　地域在住の外国人や外国経験のある人をゲスト
に迎え、輪になって気軽に交流。
●講演会　外国人技能実習制度や日本語ボランティア講座など。
6 月には大阪観光局の講演会も予定。
●公演会　 様々な外国の文化を音楽や舞踊を通じて紹介。

世界ごった煮

外国人ゲストとの交流（デンマーク）

ヤングアメリカンズ

　日ごろから地域の防災訓練やAED 講習
に参加するなど、言葉や習慣が違う外国人
と地域の人たちが互いに助け合えるように
取り組んでいます。災害など緊急時に日本
語の不自由な外国人にも情報を伝えるため
のイラスト（ピクトグラム・右写真 ）を緊急
速報に取り入れることにもつながりました。

日本語サロン

翻訳・通訳

多文化交流

たすけあい広場

世界はすぐそばに
グローバルな時

い

代
ま

こそ
ローカルな国

ふ

際
れ

交
あ

流
い

を大切に
河内長野市国際交流協会（Kawachinagano International Friendship Association）は、

平成 4 年「市民の国際感覚を育て、市民外交の充実・発展を図り、国際親善の促進と世界平和に
貢献すること」を目的に市の外郭団体として設立以来、多くの事業をボランティアスタッフの

手によって企画運営しています。英語表記の頭文字をあわせて KIFA（キーファ）とも呼ばれています。
KIFAでは、地域の人も外国の人も誰もが安全安心で幸せに暮らせる健全な多文化共生社会を育むために、

様々な取り組みを行っています。みなさんぜひご参加ください。
ボランティアスタッフも随時募集していますのでお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　国際交流協会（☎54-0002）

  ◉今月の焦点２　安心して暮らせる多文化共生社会

  ◉今月の焦点２　安心して暮らせる多文化共生社会

国際理解を深めてもらうため、誰もが気軽に参加できる数多くのイベントを実施しています
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暮
ら
し

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
が
値

上
げ
と
な
り
ま
す
。

※
水
道
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
▽
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
経
営
総
務
課

川
や
溝
に
廃
油
を
捨
て
な
い
で

　
毎
年
、
暖
か
く
な
り
、
暖
房
器

具
を
片
付
け
る
時
期
に
な
る
と
、

灯
油
を
捨
て
る
な
ど
し
て
河
川
へ

廃
油
が
流
入
し
、
浄
水
場
の
運
転

を
停
止
し
て
施
設
を
洗
浄
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、
滝

畑
ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を
水
源

と
し
て
い
ま
す
。
河
川
な
ど
に
油

類
や
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
水
道
課

ご
み
集
積
場
所
の
管
理
は

　
ご
み
集
積
場
所
は
地
域
の
み
な

さ
ん
で
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
協
力
し
あ
っ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ご
み
の
収
集
は

午
前
６
時
30
分
か
ら
開
始
し
、
順

次
収
集
し
ま
す
の
で
、
時
間
は
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
ご
利
用
を

　
市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
「
全
国
ご
み
の
日
ナ
ビ
」

に
公
式
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
み
分
別
辞
典
、
収
集
日
カ
レ
ン

ダ
ー
、
ア
ラ
ー
ム
機
能
な
ど
が
使

え
ま
す
。下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
に
か
か
る
費
用
は
各
自

の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

10
連
休
の
前
に
お
手
続
き
を

　
４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁
ま

で
市
役
所
は
閉
庁
し
ま
す
。
窓
口

で
の
お
手
続
き
な
ど
は
事
前
に
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
政
策
企
画
課

10
連
休
期
間
中
の

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り
は

期
間　
４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日

㉁■
ご
み
収
集
（
家
庭
・
事
業
所
）・

ふ
れ
あ
い
収
集

　
通
常
ど
お
り
に
収
集
し
ま
す
。

※
10
連
休
期
間
中
の
ご
み
の
収
集

時
間
は
収
集
量
や
交
通
事
情
な
ど

に
よ
り
通
常
と
変
動
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
ご
み
（
有
料
・
申
込
制
）

　
対
象
期
間
中
に
臨
時
ご
み
の
収

集
を
希
望
さ
れ
る
人
は
４
月
26
日

㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
日
の
４
日
以
上
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り

　
４
月
29
日
㈷
～
５
月
３
日
㈷
は

実
施
し
ま
す
。
臨
時
の
し
尿
く
み

取
り
を
希
望
さ
れ
る
人
は
４
月
26

日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
ペ
ッ
ト
が
死
亡
し
た
ら (

有
料
）

　
市
営
斎
場
で
は
対
象
期
間
中
も

持
ち
込
み
を
受
け
て
い
ま
す
。
引

き
取
り
を
希
望
さ
れ
る
人
は
市
役

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
祝
休
日
の
引
き
取
り
は
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
の
午
前
中
で
す
。

■
清
掃
工
場
へ
の
持
ち
込
み

　
対
象
期
間
中
の
ご
み
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
環
境
衛
生
課

暮らし

◉廃食用油の回収
ところ 4 月 5 月

千代田公民館 8日 13日

南花台公民館 18日 16日

高向公民館 ー 15日

加賀田公民館 12日 ー

三日市公民館 26日 ー

くすのかホール ー 27日

あやたホール 22日 ー

とき　午前 10 時～ 11 時▷千代田公民館と南花台公
民館は午前 11時 30分まで
※エンジンオイルなどの鉱物油は絶対に混入しないで
ください▷廃食用油回収協力店を募集中しています▷
協力いただける店舗は環境政策課へご連絡ください。

◉廃食用油回収協力店舗
店舗名 所在地 回収日 回収時間

麺坊万作 南花台 木 午前11時〜午後５時

麺坊蕎麦博 南貴望ケ丘 火 午前 11時〜午後５時

加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分〜午後７時 30分

八重別館 末広町 水 午前８時〜正午

千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時〜午後５時

天野山保育園 天野町 平日 午前９時〜午後 4時

バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う

■
上
限
２
０
０
円
運
賃
な
ど
の
試

行
を
継
続

　
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
美
加
の
台
駅
前
～
大
阪
南
医
療

セ
ン
タ
ー
玄
関
口
）
と
路
線
バ
ス

千
代
田
線
（
河
内
長
野
駅
前
～
木

戸
東
町
）
で
は
、
次
の
試
行
運
行

を
継
続
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

内
容　
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
＝
上
限
２
０
０
円
運
賃
と
同

伴
者
割
引
（
日
曜
日
限
定
で
利
用

者
１
人
に
つ
き
同
伴
者
１
人
の
運

賃
が
無
料
）、路
線
バ
ス
千
代
田
線

＝
上
限
２
０
０
円
運
賃

■
モ
ッ
ク
ル
カ
ー
ド
で
割
引
も

　
バ
ス
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
「
モ

ッ
ク
ル
カ
ー
ド
」
を
使
っ
て
市
内

の
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
乗
車
し
た
当
日
に
協
賛
店
舗

に
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
商
品

や
施
設
利
用
料
の
割
引
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

�
都
市
計
画
課

狂犬病予防注射実施日程（４月）
と　き ところ

８
日
㈪

9：40 〜 10：10 川上公民館前

10：30 〜 10：50 錦川小学校跡

11：20 〜 11：40 神ガ丘集会所前

12：50 〜 14：20 美加の台第 2 公園

14：50 〜 15：10 下天見集会所前

15：30 〜 15：50 第７分団岩瀬屯所前

９
日
㈫

9：30 〜 10：10 向野第１公園

10：30 〜 10：50 汐の宮集会所前

11：10 〜 11：50 千代田神社前

13：00 〜 14：00 鳴尾公園

14：30 〜 15：00 松ケ丘公園

15：20 〜 15：40 松ケ丘東町公園

10
日
㈬

9：30 〜 10：00 桐ケ丘第１公園

10：20 〜 10：40 あかしあ台第５公園

11：00 〜 11：30 南貴望ケ丘集会所横

12：40 〜 13：40 寺ケ池公園プール前

14：00 〜 14：20 中尾集会所前

14：40 〜 15：00 新滝畑台自治会館前

15：20 〜 15：50 旭ケ丘第５公園

11
日
㈭

9：30 〜 10：10 楠ケ丘公園

10：30 〜 11：40 南花台第 10 公園

13：00 〜 13：20 新町町内会館前

13：40 〜 14：10 三日市町会館前

14：30 〜 15：50 清見台第５公園

12
日
㈮

9：40 〜 10：40 大矢船第５公園

11：00 〜 11：40 南ケ丘第４公園

13：10 〜 13：40 JA 大阪南加賀田支店前

14：00 〜 14：40 南青葉台第５公園

15：00 〜 15：40 青葉台公園
14
日
㈰

9：30 〜 11：30 市役所市民広場
（モックル・フルル広場）

15
日
㈪

9：40 〜 10：00 滝畑コミュニティセンター前

10：20 〜 10：40 日野東集会所前

11：00 〜 11：40 高向公民館前

13：00 〜 13：40 長野神社前

14：00 〜 14：40 市民総合体育館第 1 駐車場

15：00 〜 15：40 楠台第２公園

16
日
㈫

9：30 〜 10：20 寺ケ池からたち会常設集会所前

10：40 〜 11：30 荘園町第３公園

12：50 〜 13：30 小山田集会所

13：50 〜 15：10 緑ケ丘中第１公園

飼
い
犬
を
大
切
に

■
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
毎
年
１

回
、
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費
用　
３
２
５
０
円

持
ち
物　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
手
数
料
領
収
書
と
注
射
済
証

（
市
内
で
飼
い
犬
登
録
を
し
て
い

る
人
に
は
３
月
下
旬
に
郵
送
し
て

い
ま
す
▽
問
診
表
に
記
入
・
署
名

の
う
え
持
参
を
）

※
獣
医
師
が
注
射
を
行
い
ま
す
が

診
察
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
雨
天
に
よ

り
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う

　
日
常
の
健
康
状
態
を
把
握
し
た

う
え
で
、
か
か
り
つ
け
医
で
注
射

を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
左
表
の
会
場
以
外
で
受
け
る

場
合
は
各
動
物
病
院
で
料
金
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
安
全
に
留
意
を

　
来
場
の
際
は
飼
い
犬
を
十
分
に

制
御
で
き
る
人
が
付
き
添
い
、
首

輪
や
引
き
綱
（
気
性
の
荒
い
犬
や

か
み
癖
の
あ
る
犬
に
は
必
ず
口

輪
）
な
ど
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
を
飼
う
時
は
登
録
を

　
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼

う
時
は
、
30
日
以
内
に
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
は
注
射
会
場
ま
た

は
環
境
政
策
課
で
で
き
ま
す
。

手
数
料　
３
０
０
０
円

※
飼
い
主
に
変
更
が
あ
っ
た
時
は

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
環
境
政
策
課

■
多
頭
飼
育
は
届
出
を

　
１
つ
の
場
所
で
犬
や
猫
を
10
頭

以
上
飼
っ
て
い
る
人
は
府
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
８
２
１
２
）

■
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら

　
日
時
や
場
所
、
犬
の
情
報
を
左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
２
・
９
５
８
・
８
２
１
２
）、

河
内
長
野
警
察
署
（
☎
54
・
１
２

３
４
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド



※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したり
する場所です。会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせを。
◉子育てわいわいルーム

場所 開催日 問い合わせ
三日市公民館 ４月 10 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ４月 19 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ４月 24 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

ベビータイム ヨチヨチタイム

対
象

１歳未満の子どもとその
保護者

９か月〜１歳６か月の子
どもとその保護者

と
こ
ろ
・
と
き

◎あいっく＝①第１月曜
日と第３金曜日午後１時
30 分～３時②第１金曜日
午前 10 時〜 11時 30 分
※①は市内在住者のみ。

◎千代田公民館＝第２木
曜 日 午 前 10 時 〜 11 時
30 分と第４木曜日午後１
時 30 分〜３時

◎あいっく＝①第１月曜
日と第３金曜日午前10 時
〜 11時 30 分②第１金曜
日午後１時 30 分～３時
※①は市内在住者のみ。

◎千代田公民館＝第２木
曜日午後１時 30 分〜３時
と第４木曜日午前 10 時
〜 11時 30 分

※いずれも当日直接会場へ▷対象年齢以外の子どもは参加
できません。
問い合わせ　あいっく（☎ 50-4664）

★遊びに来てね★
①あいっくわくわく広場
対象　就学前の子どもとその保護者
とき　水曜日を除く毎日午前 10 時～午後５時 30 分
②ベビータイム・ヨチヨチタイム

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と４月１日㈪・８日㈪・15
日㈪午前10時～午後３時30 分▷８日㈪＝「ゆ
うみ先生と音楽を楽しもう！」（午前 11時 30
分～）、19 日㈮＝「みんなでストレッチ体操！」

（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日、４月 29 日㈷午前 10 時～午後３時
▷４月 25 日㈭＝「赤ちゃんと楽しむストレッチ」（午前
11時から▷参加費無料▷予約不要）▷５月１日㈷は休み
▷月曜はプレママカフェ、木曜は赤ちゃん DAY も実施

12市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶13 広報かわちながの●平成31 年（2019）4 月号

子育て

歳
6
か
月
～
２
歳
6
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
４
月
25
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時　

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❷
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
1
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

が
集
ま
っ
て
、
育
児
の
話
や
情
報

交
換
、
仲
間
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
30
年
12

月
13
日
～
平
成
31
年
３
月
13
日
生

ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親　

と
き　
５
月
13
日
㈪
・
20
日
㈪
・

27
日
㈪
、
６
月
３
日
㈪
▽
午
後
１

時
～
３
時
▽
4
回
シ
リ
ー
ズ

参
加
費　
１
０
８
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

❸
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ハ

ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

　
専
用
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
て
指
先

か
ら
肘
ま
で
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の

母
親
（
子
ど
も
同
室
可
）　

と
き　
４
月
23
日
㈫
午
前
10
時
15

分
～
午
後
０
時
30
分
（
15
分
程
度

の
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
）　

定
員　
30
人
（
抽
選
）

❹
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　
ロ
ー
ル
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
未
就
園
の
親
子
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

定
員　
６
人（
抽
選
▽
初
参
加
優
先
）

※
き
ょ
う
だ
い
の
一
時
保
育
あ
り
。

申
込　
４
月
19
日
ま
で
に
電
話
で

あ
い
っ
く
相
談
ゾ
ー
ン
へ
（
受
付

は
土
日
除
く
午
前
10
時
～
午
後
5

時
30
分
）
▽
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か

ら
も
申
込
可
（
４
月
19
日
ま
で
）

�
あ
い
っ
く
相
談
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
（
☎
50
・
４
６
７
１
）

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

■
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者　

と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
12
日
㈮
＝

中
村
池
公
園
、
４
月
26
日
㈮
＝
寺

ケ
池
公
園
（
噴
水
付
近
）
▽
午
前

10
時
30
分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❶
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
歌
や
絵

本
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

子
育
て

　４月 23 日の「子ども読書の日」にちなみ、
おはなしのへやを開放して大型絵本や手遊
びなどを楽しみます。
とき　４月 21日㈰午後２時～２時 40 分

■２～３歳児と保護者対象
とき　４月 10 日㈬・24 日㈬午後２時 30
分～（15 分程度）
定員　各 10 組（先着順）
■４歳～就学前の子ども対象
とき　４月 10 日㈬・24 日㈬午後３時 30
分～（30 分程度）
定員　各 25 人（先着順）
■小学生対象
とき　４月６日㈯・27 日㈯、５月４日㈷午
前 11時～（30 分程度）、４月 20 日㈯午
後２時～（30 分程度）
定員　各 25 人（先着順）
※４月 27 日は保護者も入場可。

　みんなで、わらべ歌や手遊び、絵本など
を楽しみます。
対象　１歳以上の乳幼児とその保護者
とき　４月 18 日㈭、５月 16 日㈭▷午前
10 時 20 分～午前 11時＝１歳児向け、午
前 11時 20 分～正午＝２歳児向け
定員　各 10 組（先着順）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

内
容　
助
産
師
が
伝
え
る
腰
痛
予

防
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ラ
ッ

ク
ス
方
法

と
き　
４
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー 

定
員　
18
組
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
可

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
落
ち
着
き
が
な
い
、
何
度
言
っ

て
も
わ
か
ら
な
い
、
叱
っ
て
ば
か

り
な
ど
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
行
動
を
理
解
し
、
適
切

な
対
応
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
、
よ

り
良
い
親
子
関
係
を
目
指
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
年
中
、
年
長

児
の
子
ど
も
の
保
護
者
（
保
護
者

の
み
の
参
加
）

と
き　
５
月
13
日
㈪・27
日
㈪
、
６

月
10
日
㈪
・
24
日
㈪
、
７
月
８
日

㈪
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時

30
分
～
正
午
▽
５
回
シ
リ
ー
ズ

病児保育の一時休止について
　市では、病気の治療中や回復期の子どもを一
時的に預かる「ちびっこケアルーム（病児保育事
業）」を実施してきましたが、委託先のスタッフ
不足により、３月末で一時休止となりました。ご
迷惑をおかけし申し訳ありません。再開が決定さ
れ次第、市ホームページなどでお知らせします。
�子ども子育て課

く
ま
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　
２
歳
６
か
月
～
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
４
月
18
日
㈭
、
５
月
16
日

㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）　

申
込　
各
月
の
５
日
か
ら
左
記
へ

�
三
日
市
公
民
館

　
　
　
　
　
（
☎
62
・
６
１
５
５
）

公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き　
４
月
20
日
㈯
、
５
月
18
日

㈯
午
後
３
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
千
代
田
公
民
館

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
１
１
２
５
）

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
4

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就
園

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
４
月
18
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

❺
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

対
象　
市
内
在
住
の
首
の
す
わ
っ

て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
～
１
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
５
月
14
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

定
員　
15
組
（
抽
選
）

参
加
費　
５
０
０
円（
オ
イ
ル
代
）

❶
～
❺
の
申
込　
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
親
子
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

子
の
生
年
月
日
、
性
別
、
第
何
子

か
、
住
所
、
電
話
番
号
、
子
育

て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
４
月
11
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０

０
１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の

申
し
込
み
（
３
月
29
日
か
ら
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://k-kira.jp

※
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50・４
６
６
４
、�
50
・
４
６
６
５
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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教
育
・
文
化

就
学
援
助
の
申
請
を

■
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

①
平
成
30
ま
た
は
31
年
度
に
生
活

保
護
法
に
よ
る
保
護
の
停
止
ま
た

は
廃
止
を
受
け
た
世
帯

※
現
在
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
教

育
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
30
ま
た
は
31
年
度
の
世
帯

全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等

割
の
み
課
税
の
世
帯

※
譲
渡
所
得
な
ど
の
損
失
通
算
に

よ
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

ど
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
ま
た
は

天
王
寺
年
金
事
務
所
へ
▽
申
請
は

毎
年
度
必
要
で
す
。

■
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

　
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
が
退
職
し
た
時
は
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
へ
変
更

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
納
付
が
困
難
な
場
合
は

　
退
職
（
失
業
）
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

す
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
年
金
手
帳
、離
職
票
、朱

肉
用
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
左
記
へ
。

�
保
険
年
金
課
ま
た
は
天
王
寺
年

金
事
務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・

７
５
３
１
）

４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の

保
険
料
免
除
制
度
を
開
始

対
象　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
出
産
日
が
２
月
１
日
以
降
の

人
▽
妊
娠
85
日
未
満
は
対
象
外

必
要
と
す
る
世
帯

援
助
費
用　
市
立
小
中
学
校
の
学

用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費

な
ど
▽
中
学
１
年
生
の
選
択
給
食

は
５
月
食
事
分
か
ら
対
象

申
請　
市
立
小
中
学
校
と
教
育
総

務
課
に
あ
る
申
請
用
紙
で
５
月
31

日
ま
で
に
通
学
し
て
い
る
小
中
学

校
へ
▽
平
成
30
年
度
市
民
税
が
非

課
税
か
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯

は
左
記
へ
申
請
可

�
教
育
総
務
課就

労

部
活
動
指
導
員

業
務
内
容　
中
学
校
で
の
部
活
動

の
指
導
、
試
合
・
大
会
へ
の
引
率

な
ど

応
募
資
格　
教
員
免
許
の
資
格
を

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
の
月
の
前
月
か
ら
４
か
月

間
▽
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
３
か
月

前
か
ら
６
か
月
間

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら

申
込　
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
母
子

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
へ

※
免
除
期
間
は
、
年
金
受
給
額
を

計
算
す
る
際
に
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
▽
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
の
届
け
出
を

■
加
入
が
必
要
な
人
は

　
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険

を
脱
退
し
、
他
に
加
入
す
る
健
康

保
険
が
な
い
人
は
、
市
町
村
の
国

民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類　
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
、
朱
肉
用
印
鑑
、
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
、家
族
の
国

保
の
保
険
証
、そ
の
他
医
療
証
な
ど

※
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

思
わ
ぬ
経
済
的
な
負
担
を
被
る
こ

持
つ
人
、
ま
た
は
指
導
経
験
の
あ

る
人

勤
務
日　
週
２
～
６
日
▽
一
日
あ

た
り
１
～
８
時
間
▽
土
日
勤
務
あ

り時
間
給　
１
６
０
０
円

募
集
人
数　
３
人

申
込　
写
真
付
の
履
歴
書
１
通
を

持
っ
て
４
月
10
日
ま
で
に
教
育
指

導
課
へ

※
随
時
面
接
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

▽
種
目
は
４
月
当
初
に
決
定
し
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
教
育
指
導
課

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す

■
資
格
取
得
を
支
援
～
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
～

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

内
容　
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、保

育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、

申
請
月
か
ら
給
付
金
を
支
給

※
所
得
制
限
あ
り
▽
事
前
相
談
が

必
要
▽
相
談
は
お
早
め
に
。

■
講
座
受
講
料
を
補
助
～
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
～

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

内
容　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓

練
給
付
に
あ
た
る
講
座
を
受
講
す

と
が
あ
り
ま
す
。

■
脱
退
に
も
届
け
出
が
必
要

　
国
保
に
加
入
し
て
い
て
新
た
に

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
人

は
、
脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類　
朱
肉
用
印
鑑
、
職
場

の
健
康
保
険
の
保
険
証（
全
員
分・

コ
ピ
ー
不
可
）、
国
保
の
保
険
証

（
全
員
分
）、
そ
の
他
医
療
証
な
ど

■
市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は

　
国
保
に
加
入
し
て
い
て
他
の
市

町
村
へ
転
出
す
る
人
は
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。

必
要
書
類　
国
保
の
保
険
証
（
全

員
分
）
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
険
年
金
課

倒
産
や
解
雇
な
ど
で

離
職
し
た
人
は

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
を
有
す
る
特
定
受
給

資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ

る
離
職
）や
特
定
理
由
離
職
者（
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）
の
保

険
料
な
ど
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
適
用
に
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

る
場
合
、
受
講
料
の
一
部
を
補
助

※
所
得
制
限
あ
り
▽
必
ず
受
講
前

に
相
談
を
。

■
講
座
受
講
料
を
補
助
～
高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
支
援
～

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

内
容　
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る

高
卒
認
定
試
験
対
策
講
座
を
受
講

す
る
場
合
、受
講
科
の
一
部
を
補
助

※
対
象
外
の
講
座
あ
り
▽
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
病
気
な
ど
の
時
に
家
庭
生
活
支

援
員
を
派
遣
～
日
常
生
活
支
援
～

内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
が

一
時
的
な
病
気
な
ど
で
日
常
生
活

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
場

合
、
食
事
の
世
話
や
掃
除
な
ど
の

た
め
の
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣

※
所
得
に
よ
り
自
己
負
担
あ
り
▽

事
前
登
録
が
必
要
。

■
父
母
の
就
労
を
支
援
～
自
立
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
～

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

内
容　
自
立
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
作

成
し
、
求
職
、
転
職
、
資
格
取
得

な
ど
を
支
援

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

■
困
っ
た
時
は
相
談
を
～
ひ
と
り

親
家
庭
相
談
～

と
き　
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分
（
祝
休
日
を
除
く
）

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

内
容　
離
婚
、
就
労
、
貸
し
付
け

な
ど
の
自
立
に
関
し
て
、
母
子
・

父
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
相
談

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　
４
月
21
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
民
健
康
保
険
の
届
け
出

や
保
険
料
の
納
付
、納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
が
加
入
す
る

医
療
保
険

■
健
康
診
査
の
受
診
を

　
４
月
下
旬
に
加
入
者
に
健
康
診

査
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
新
た
に
加
入
し
た

人
に
は
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
順
次

送
付
し
ま
す
▽
受
診
方
法
な
ど
は

同
封
し
て
い
る
案
内
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
歯
科
健
診
の
受
診
を

　
４
月
下
旬
ご
ろ
に
「
歯
科
健
診

実
施
登
録
歯
科
医
院
リ
ス
ト
」
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
証
の
持
参
が
必
要
で

す
▽
年
度
途
中
で
新
た
に
加
入
し

た
人
に
は
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
順

次
リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す
▽
詳
細

は
同
封
し
て
い
る
案
内
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

　
年
度
中
１
回
の
み
、
加
入
者
の

人
間
ド
ッ
ク
（
追
加
検
査
項
目
・

脳
ド
ッ
ク
な
ど
は
除
く
）
の
受
診

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

（
上
限
額
２
万
６
０
０
０
円
）。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
後
に
、

領
収
書
、
検
査
結
果
通
知
書
、
被

保
険
者
証
、
口
座
情
報
が
わ
か
る

も
の
、
認
印
を
持
参
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
▽
支
給
は
後
日
振

込
▽
対
象
医
療
機
関
は
全
国
の
医

療
機
関
・
検
査
機
関
で
す
。

�
保
険
年
金
課
ま
た
は
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

教育・文化 保険・年金就労

保
険
・
年
金

国 

民 

年 

金

20
歳
～
60
歳
は
必
ず
加
入

■
保
険
料
は

　
第
１
号
被
保
険
者
の
平
成
31
年

４
月
か
ら
平
成
32
年
３
月
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
1
万
６
４

１
０
円
、
付
加
保
険
料
（
任
意
）

は
月
額
４
０
０
円
で
す
。

納
付
方
法　
現
金
・
口
座
振
替
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
な
ど

※
前
納
す
る
と
割
引
あ
り
▽
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
30
万
円

以
上
の
納
付
は
不
可
▽
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は
申
込
が

必
要
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
以
上
で
学
生
の
人
は
、
申

請
す
る
と
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
年
金
手
帳
と
学
生
証
な

市政と関連情報 モックル生活ガイド



16市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶17 広報かわちながの●平成31 年（2019）４月号

　２月 17 日、第 64 回河内長野シティマラソンが開催されま
した。この日市内を駆け抜けたランナーは約 1600 人。各種
別１位は次のみなさんです（敬称略）。

【ハーフ】男子 29 歳以下・竹
た け

村
む ら

修
しゅう

平
へ い

 ▷同 30 歳代・伊
い

東
と う

治
は る

樹
き

 ▷
▷同 40 歳代・佐

さ

藤
と う

直
な お

仁
ひ と

 ▷同 50 歳代・上
う え

田
だ

宏
ひ ろ

則
の り

 ▷同 60 歳代・
北
き た

宅
や

久
ひ さ

友
と も

 ▷同 70 歳以上・藤
ふ じ

住
す み

長
た け

久
な が

 ▷女子 29 歳以下・嫁
よ め

阪
さ か

舞
ま い

 
▷同 30 歳代・都

つ

筑
づ き

望
のぞみ

 ▷同 40 歳代・小
お

田
だ

舞
ま い

子
こ

 ▷同 50 歳代・木
き

村
む ら

愛
あ い

富
と

 ▷同 60 歳以上・北
き た

口
ぐち

道
み ち

子
こ

【10 ㌔】男子 39 歳以下・笠
か さ

原
は ら

良
りょう

太
た

 ▷同 40 歳以上・有
あ り

馬
ま

頼
よ り

政
ま さ

 
▷女子 39 歳以下・喜

き

多
た

弘
ひ ろ

美
み

 ▷同 40 歳以上・重
し げ

成
な り

かおり
【５㌔】一般男子・井

い

川
か わ

周
しゅう

三
ぞ う

 ▷一般女子・堀
ほ り

川
か わ

夏
な つ

未
み

 ▷中学男子・
梅
う め

川
が わ

旭
あ き

良
ら

 ▷中学女子・山
や ま

田
だ

渚
なぎさ

元気に楽しく完走目指す
河内長野シティマラソン

みんなで気をつけよう
防火パレード & 消防合同訓練

Photo new
s kaw

achinagano

まちの話題をお届けします

冬季卓球大会（写真撮影  島本靖治）

東京オリンピックを目指して
冬季卓球大会

　3 月 3 日、市民総合体育館で、卓球連盟による冬季
卓球大会が開催されました。当日は、市内外から男女
18 団体、100 人を超える選手が参加し、熱戦が繰り
広げられました。同連盟の山

や ま

室
む ろ

義
よ し

康
や す

会長は「T リーグ
の試合がテレビ放送されるなど、東京五輪に向けて、
年々、参加者が増えています。小学生もたくさん参加
して将来性を感じます」と熱く語っていました。

まちの魅力や未来を語る
観光まちづくり魅力アップ シンポジウム

　2 月 23 日、ノバティホールに約 70人が集まり、「観
光まちづくり魅力アップシンポジウム」が盛大に開
催されました。島田市長による基調講演では、本市
の魅力や楠公さんとの関わりなどが示され、パネル
ディスカッションでは、観心寺の永島住職と南天苑
の山﨑女将、アトリエノアノールの天川代表が、本
市の観光集客と観光客の市内周遊の促進、滞在時間
の延長に向けて真剣に意見を交わしました。

　２月 28 日、大阪千代田短期大学附属幼稚園で防火
講習会と防火パレードが行われました（上写真）。講習
会では火遊びの危険性を園児に呼びかけました。また、
この日はあいにくの雨のため防火パレードは室内で行
いましたが、「火の用心」の掛け声で元気よく行進を
していました。さらに、３月４日には、大典保育園で
消防合同訓練が実施（下写真）されました。園児たち
はハンカチで口元を押さえながら避難したり、保育園
の職員をはしご車で救出するなどの訓練を通して、約
200 人の参加者は防火意識を新たにしていました。




